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市
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
年
を
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
記
録
的
な
大
雪
や
幼
児
へ
の

虐
待
、
高
等
学
校
に
お
け
る
未
履
修
問
題

や
過
去
に
例
を
見
な
い
ク
マ
出
没
に
よ
る

被
害
、
い
じ
め
問
題
な
ど
不
安
な
話
題
が

相
次
ぎ
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
、
秋
篠
宮

悠
仁
親
王
の
ご
誕
生
を
は
じ
め
、
ト
リ
ノ

五
輪
や
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ

ッ
ク
で
の
日
本
人
選
手
の
活
躍
な
ど
明
る

い
話
題
も
多
く
あ
る
な
か
、
本
市
に
お
い

て
も
、
小
・
中
学
生
が
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
や

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど

の
競
技
で
国
内
外
で
成
果
を
上
げ
る
な
ど

若
い
世
代
の
活
躍
も
目
立
ち
、
将
来
を
期

待
さ
せ
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
地
方
分
権
が
さ
ら
に
進
み
、
少

子
高
齢
化
、
国
際
化
、
高
度
情
報
化
な
ど

新
時
代
へ
の
対
応
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ

る
な
か
、
平
成
十
九
年
度
、
本
市
に
お
い

て
は
市
の
将
来
像
を「
水
と
緑
の
大
地
・
田

園
空
間
都
市
」と
定
め
た『
第
五
次
総
合
計

画
』が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
地
方
自
治
体

を
取
り
巻
く
諸
課
題
に
適
切
に
対
応
し
な

が
ら
、
中
心
市
街
地
土
地
区
画
整
理
事
業

や
駅
前
広
場
整
備
、
農
村
環
境
整
備
や
教

育
環
境
整
備
な
ど
継
続
事
業
の
推
進
と
合

わ
せ
て
、
安
定
し
た
老
後
と
子
育
て
環
境

の
整
備
な
ど
福
祉
、
教
育
施
策
を
進
め
、
農

業
・
商
工
・
観
光
な
ど
の
各
産
業
施
策
も

環
境
問
題
と
と
も
に
適
切
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

現
在
の
社
会
情
勢
は
、
景
気
が
上
昇
傾

向
に
あ
る
と
は
い
え
、
地
方
都
市
に
お
い

て
は
ま
だ
ま
だ
実
感
で
き
る
気
配
が
な
く
、
本

市
に
お
い
て
も
、
厳
し
い
財
政
状
況
や
市

民
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

体
制
づ
く
り
と
、
地
域
に
根
ざ
し
た
一
層

の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
な
か
、
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
を
生
か
し
、
地
域
間
の
連
携
や
都
市
と

の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
大
自
然
と
人
々

が
共
生
す
る
個
性
輝
く
人
間
性
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

今
後
と
も
引
き
続
き
市
議
会
の
ご
指
導

と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
市
民
と
行
政
が

連
携
協
働
し
、
市
民
の
英
知
を
結
集
し
な

が
ら
、
職
員
と
も
ど
も
一
丸
と
な
っ
て
市

政
運
営
に
ま
い
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
市
民
皆
さ
ま
に

と
り
ま
し
て
、
明
る
く
希
望
に
満
ち
あ
ふ

れ
た
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈

念
し
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

沼 田 市 長
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謹
賀
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
清
々

し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
議
会
を

代
表
し
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
景
気
低
迷
が
続
く
な

か
、
よ
う
や
く
マ
ス
コ
ミ
が
好
転
に
転
じ
た

と
報
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

回
復
基
調
は
、
企
業
の
徹
底
し
た
業
務
管
理

や
コ
ス
ト
削
減
な
ど
が
要
因
で
あ
っ
て
、
業

績
の
拡
大
に
伴
う
も
の
で
は
な
い
た
め
、
恩

恵
が
伴
わ
な
い
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
、
沼
田
市
に
あ
っ

て
も
、
回
復
の
兆
候
が
感
じ
ら
れ
な
い
の

が
現
実
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
昨

年
は
、
い
じ
め
の
問
題
や
自
殺
、
政
治
家

な
ど
に
よ
る
汚
職
、
長
引
く
拉
致
問
題
や

イ
ラ
ク
紛
争
、
北
朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル

問
題
な
ど
、
不
安
の
種
が
尽
き
な
い
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
明
る
い
話

題
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

皇
室
で
は
、
秋
篠
宮
ご
夫
妻
に
、
皇
室

で
は
四
十
一
年
ぶ
り
と
な
る
男
子
、
ご
長

男
悠
仁
親
王
が
ご
誕
生
、
Ｗ
Ｂ
Ｃ
ワ
ー
ル

ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
は
、
王

ジ
ャ
パ
ン
が
優
勝
し
、
世
界
に
日
本
野
球

の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
、
イ
ラ
ク
サ
マ
ワ
へ

派
遣
さ
れ
た
自
衛
隊
が
責
務
を
果
た
し
て

全
員
無
事
帰
国
で
き
た
こ
と
な
ど
、
国
民

を
挙
げ
て
喜
べ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、
本
市
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
年
、
明

る
く
希
望
の
持
て
る
新
生
沼
田
市
の
指
針

と
も
言
う
べ
き
第
五
次
総
合
計
画
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
基
本
理
念

の
中
に「
自
主
自
立
を
目
指
し
た
地
域
内

分
権
」に
加
え
て「
市
民
協
働
」を
掲
げ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
方
分
権
時
代
に
対

応
で
き
る
自
治
体
へ
の
体
質
改
善
と
、
い
き

い
き
と
輝
く
個
性
あ
る
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
、
言
い
替
え
る
と

厳
し
い
財
政
状
況
や
多
様
化
す
る
市
民

の
み
な
さ
ま
の
声
に
対
応
で
き
る
体
制
を

つ
く
る
こ
と
に
加
え
て
、
協
働
の
地
域
づ

く
り
に
よ
る
新
し
い
沼
田
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
や
生
活
環
境
の
変

化
の
中
で
生
き
抜
い
て
い
く
た
め
に
は
、
誰

も
が
納
得
で
き
る
よ
う
、
住
民
参
加
に
よ

る
住
民
合
意
の
ま
ち
づ
く
り
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

議
会
が
果
た
す
役
割
と
責
任
を
自
覚
し

な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
添

え
る
よ
う
、
そ
し
て
、
魅
力
あ
る
ま
ち
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に
決
意
を
新
た
に
す

る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸

と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

沼田市議会議長



日
本
に
住
所
が
あ
る
二
十
歳
以
上

六
十
歳
未
満
の
人
は
、
全
員
が
国
民

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
学
生
も
二
十
歳
に
な
れ
ば
、
国

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
二
十
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
ら

速
や
か
に
、
市
役
所
か
各
振
興
局
の

市
民
課
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
加
入

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

す
で
に
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
国

民
年
金
に
も
加
入
し
て
い
ま
す
の
で

手
続
き
は
不
要
で
す
。

ま
た
、
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
に
は
、
申
請
し
て
承
認
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
免

除
、
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る「
免
除
制

度
」や「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」、
学

生
に
つ
い
て
は
、
学
生
期
間
中
の
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る「
学
生

納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。
こ

の
猶
予(

免
除)

期
間
中
に
事
故
な
ど

で
障
害
を
負
っ
た
場
合
に
は
、
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。な

お
、
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
年

金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
算

入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
額

に
は
反
映
し
ま
せ
ん
。
満
額
の
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
十

年
以
内
に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

(

追
納)

が
必
要
で
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
な
ど
を
申
請

さ
れ
る
人
は
、
市
役
所
か
各
振
興
局

の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア(

一
部
を
除
く)

で
も
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
営
業
時
間

内
で
あ
れ
ば
土
・
日
曜
日
や
夜
間
で

も
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
ご
利
用
い
た
だ
け
る
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア

▽
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
▽
セ
ー
ブ
オ
ン

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
▽
ロ
ー

ソ
ン
▽
デ
イ
リ

ー
ヤ
マ
ザ
キ
▽

ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ

▽
ａ
ｍ
／
ｐ
ｍ

▽
サ
ー
ク
ル
Ｋ

▽
サ
ン
ク
ス
▽
コ
コ
ス
ト
ア
▽
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア
▽
ス
リ
ー
エ
フ
▽

セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
▽
ポ
プ
ラ
▽
タ
イ

ム
リ
ー
　

ま
た
、
Ｐ
ａ
ｙ
―
Ｅ
ａ
ｓ
ｙ(

ペ

イ
ジ
ー)

マ
ー
ク
の
付
い
て
い
る
納

付
書
を
使
う
こ
と
に
よ
り
、
金
融
機

関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
を
利
用
し
て
、
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
ご
利
用
の
金
融

機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
市
民
課
戸
籍
年
金
係
1
内
線
３

１
５
５
、
ま
た
は
渋
川
社
会
保
険
事

務
所
1
０
２
７
９

１
６
１
１
へ
。

4

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
国
民

年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

コ
ン
ビ
ニ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
も
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

源泉徴収票が送られます
老齢年金を受けている人には、１月

下旬までに社会保険業務センターから
｢公的年金等の源泉徴収票｣が送られま
す。
年金のほかに収入があるなどの理由

で確定申告をする人は、申告の際にこ
の源泉徴収票が必要になります。
１月末日までに源泉徴収票が届かな

いときや紛失してしまった場合には、年
金証書を持参のうえ、渋川社会保険事
務所で再発行の手続きをしてください。
なお、遺族年金、障害年金には税金

がかかりませんので、これらを受給し
ている人には源泉徴収票は送られませ
ん。
源泉徴収票についてのお問い合わせ

は、ねんきんダイヤル1０５７０　１
１６５、または渋川社会保険事務所1
０２７９ １６１１へ。

4
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生
活
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る

た
め
に
は
、
私
た
ち
の
意
見
が
政
治

に
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

二
十
歳
以
上
の
日
本
国
民
に
与
え

ら
れ
た
選
挙
権
は
、
先
人
が
長
い
年

月
を
か
け
て
手
に
入
れ
た
も
の
で
す
。

私
た
ち
の
一
票
は
、
多
く
の
意
見

の
中
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
の
一
票
が
集
ま
っ
て

私
た
ち
の
声
に
な
り
ま
す
。

今
年
は
、
群
馬
県
議
会
議
員
選
挙

沼
田
市
議
会
議
員
選
挙
、
群
馬
県
知

事
選
挙
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の

四
つ
の
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
望
む
社
会
は
、
私
た
ち

が
選
挙
に
関
心
を
持
ち
、
多
く
の
意

見
を
投
票
で
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
ま
す
。
選
挙
の
と
き
は

棄
権
し
な
い
で
「
大
切
な
一
票
」
を

必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

5 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

沼田北小学校５年　布施聖城くん

平
成
18
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
作
品

第16回統一地方選挙
４月８日(日) 群馬県議会議員選挙
４月22日(日) 沼田市議会議員選挙

今回の統一選では、群馬県議会議員選挙、沼田市

議会議員選挙が行われます。これからの県政、市政

を担う代表を選ぶ大切な選挙です。棄権や違反のな

いよう、皆さんそろって責任ある一票を投票しまし

ょう。

■県議選

○告示日　３月30日(金)

○投票日　４月８日(日)

○選挙すべき議員数　１人

■市議選

○告示日　４月15日(日)

○投票日　４月22日(日)

○選挙すべき議員数　27人

《立候補予定者等説明会》

市議選の立候補届出手続きと、選挙運動などにつ

いての説明会を次のとおり行います。

とき ２月16日(金)午後２時～

ところ 中央公民館４階ホール

※会場の都合により、出席者は立候補予定者１人に

つき３人以内でお願いします

※県議選に伴う立候補予定者等説明会や市議選、県

議選の事前審査などの日程につきましては、来月

号以降でお知らせします

詳しいことは、選挙管理委員会1内線３２１７へ。

一月から二月末日まで、成人式を迎える二十歳の皆さんに
献血への理解と協力を呼び掛ける｢はたちの献血｣キャンペー
ンを実施します。
人の生命を維持するために必要な血液は、科学が進歩した
現在でも人工的に作ることができません。病気やけがの治療
などのために使われる輸血用血液は、皆さんの献血によって
確保されています。
献血は、健康な人だけにできる善意のボランティアです。
あたたかな思いやりの心で、誰かの健康を支えることができ
ます。皆さんの献血事業へのご協力をお願いします。

県内の輸血用血液不足が深刻な状況となっています。皆さ
んの献血へのご協力をお願いします。
●１月の市民献血日程●
とき １月11日(木)

午前10時から正午までと午後１時から３時30分まで
ところ 市役所市民ホール
※このほか、県内３カ所の献血ルーム(前橋・高崎・太田)で
も献血を受け付けています

健康課予防係1内線７６２０６

群馬県赤十字血液センター1０２７(２２４)２１１８

選
挙
管
理
委
員
会
1
内
線
３
２
１
７

あ
な
た
の
一
票
を大

切
に
Y
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位置図

別表　利用方法

駐車台数
駐車場 駐輪場

普通車

大型車

71台分

４台分

○入場から1時間
○以降１時間を超え 10時間まで
○10時間を超え 24時間まで
○24時間ごとにつき
○1カ月(最長1年)
○市長が許可した期間

無料
1時間につき100円
１回につき1,000円
1,000円
１カ月5,250円
市長が定める額

○無料
※長期間の放置を禁止します
※自動二輪車については、駐車
場の利用をお願いします

普通駐車32台(身体障害者用２台分)
定期駐車39台
特別駐車

自転車
原動機付自転車
(排気量50CC以下)

90台分
32台分

普通(時間貸し)駐車

定期(月決)駐車
特別(大型車用)駐車

使 用 料

都
市
計
画
課
計
画
係
1
内
線
４
２
２
７

沼
田
駅
前
駐
輪
場
・
駐
車
場
が
完
成

沼
田
駅
前
に
駐
輪
場
と
送
迎
や
月

決
駐
車
と
し
て
利
用
で
き
る
駐
車
場

が
完
成
し
ま
し
た
。

沼
田
駅
前
駐
輪
場
は
、
一
月
一
日

か
ら
、
沼
田
駅
前
駐
車
場
は
、
二
月

一
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
す
。

駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
駅
周
辺
の

交
通
の
円
滑
化
と
鉄
道
に
よ
る
通

勤
、
通
学
な
ど
を
す
る
人
の
利
便
を

図
る
た
め
、
普
通
車
用
七
十
一
台
分

(

身
体
障
害
者
用
二
台
分
含
む)

と
大

型
車
用
四
台
分
を
整
備
し
、
三
十
二

台
分
の
普
通(

時
間
貸
し)

駐
車
の

み
、
利
用
で
き
ま
す
。

駐
輪
場
に
つ
い
て
は
、
道
路
交
通

の
円
滑
化
と
自
転
車
利
用
者
の
利
便

を
図
る
た
め
、
自
転
車
九
十
台
分
と

原
動
機
付
自
転
車
三
十
二
台
分
を
整

備
し
ま
し
た
。

な
お
、
定
期(

月
決)

駐
車
に
つ
い

て
は
、
広
報
ぬ
ま
た
二
月
号
で
、
普

通
車
用
三
十
九
台
分
を
公
募
し
、
四

月
一
日
か
ら
の
利
用
開
始
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
別
表
の

と
お
り
で
す
。



市
で
は
バ
ス
路
線
が
運
行
し
て
い

な
い
地
域
を
対
象
に
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
試
行
運
行
を
し
て
い
ま
す
。
乗
合

タ
ク
シ
ー
は
乗
車
定
員
が
十
人
以
下

の
た
め
「
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
と
い
う

名
称
で
す
が
、
乗
車
料
金
も
乗
合
バ

ス
と
同
様
で
、
誰
で
も
乗
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、
試
行
運
行
の
た
め
利
用
人

員
が
少
な
い
と
廃
止
に
な
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

買
い
物
、
通
院
や
通
学
な
ど
、
ち

ょ
っ
と
し
た
利
用
が
大
き
な
効
果
と

な
り
ま
す
。

地
元
の
交
通
手
段
を
確
保
す
る
た

め
に
も
皆
さ
ん
の
今
以
上
の
積
極
的

な
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
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乗合タクシーに乗りましょう

料金 壮田城跡公園～沼田駅　　４７０円

馬込貯水池～沼田駅　　　２９０円

●宇楚井・上川田線

料金 沼田駅～奈良大倉　　　　 ５４０円

沼田駅～秋塚町上　　　　 ５１０円

●奈良・秋塚線

●乗合タクシー運行図

運行時刻に関すること：関越交通(株)沼田営業所1 １１１１
乗合タクシーに関する意見・要望：生活課市民生活係1内線７７３５２



平
成
十
九
年
度
と
二
十
年
度
に
、

沼
田
市
外
二
箇
村
清
掃
施
設
組
合
が

発
注
す
る
建
設
工
事
、
測
量
・
設

計
・
調
査
・
施
設
運
転
保
守
管
理
な

ど
の
委
託
事
業
、
物
品
の
購
入
や
製

造
の
請
負
に
か
か
る
指
名
競
争
入
札

に
参
加
を
希
望
す
る
事
業
者
は
、
次

の
と
お
り
参
加
資
格
審
査
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書

群
馬
県
様
式
、
ま
た
は
国

土
交
通
省
様
式
を
使
用
（
規
格
Ａ

４
判
）

提
出
書
類

建
設
業(

等)

許
可
証
明

書
、
財
務
諸
表
、
営
業
所
一
覧
表
、

印
鑑
証
明
書
、
登
記
簿
謄
本
、
納

税
証
明
書
、
経
営
事
項
審
査
結
果

通
知
書
の
写
し
な
ど(

必
ず
フ
ァ

イ
ル
に
と
じ
て
提
出)

受
付
期
間

２
月
１
日(

木)

か
ら
28

日(

水)

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で(

土
・
日
曜
日

と
祝
日
を
除
く
。
郵
送
の
場
合
は
、

28
日
必
着
）

申
請
先

沼
田
市
外
二
箇
村
清
掃
施

設
組
合
　
〒
３
７
８-

０
０
３
３

沼
田
市
白
岩
町
２
２
６
番
地

詳
し
い
こ
と
は
、
同
組
合
事
務
局

1

１
０
０
９
へ
。
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秋
塚
町
の
㈲
松
井
農
産
が
、
安

全
・
安
心
な
農
産
物
を
生
産
し
加

工
・
販
売
に
結
び
つ
け
る
一
貫
経
営

が
評
価
さ
れ
、
第
四
十
五
回
農
林
水

産
祭(

農
林
水
産
省
主
催)

で
内
閣
総

理
大
臣
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

受
賞
に
つ
い
て
代
表
の
松
井
庄
次

郎
さ
ん
は
、
多
く
の
人
か
ら
協
力
を

い
た
だ
い
た
お
か
げ
、
心
か
ら
感
謝

し
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
農
業
発
展
に

努
力
し
た
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

松井　庄次郎さん

第
45
回
農
林
水
産
祭

内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞
「
松
井
農
産
」

指
名
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
の
申
請

資源の分別を再確認しましょう
生活課クリーン対策係1内線７７３７３　廃棄物対策係1内線７７３７４

本庁・白沢町管内で市指定プラスチッ

クなど、新たな分別を開始して１年半が経

過しました。しかし、最近でも写真のようなものが混

入しています。

特に注意していただきたいのは、ほ乳瓶などの耐熱

ガラス容器や医薬品の瓶です。耐熱ガラス容器などは、

燃やせないごみとして、出してください。

「ごみの分け方・出し方」や市のホームページでどの

袋に入れたらいいか紹介していますので、もう一度ご

確認をお願いします。

市ホームページ　http://www.city.numata.gunma.jp/

瓶

(黄色の袋)

医薬品・化粧品の瓶、耐熱ガラスの瓶

瓶

(黄色の袋)

ポリタンクやカセットテープなどの混入

▽正しい分別→燃やせないごみ

ゴム製品や内容物の入ったプラ容器

▽正しい分別→燃やせるごみ

※容器の中身が燃やせるごみ
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市職員の給与などをお知らせします
市民の皆さんに、より一層のご理解をいただけるよう、次のとおりお知らせします。なお、より詳細な公表につい

ては、沼田市ホームページ http://www.city.numata.gunma.jp/ で３月ごろに公開する予定です。

詳しいことは、総務課職員係1内線３２１４へ。

人件費の状況（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
H18.3.31
54,767人

千円
21,891,637

千円
762,772

千円
4,487,965

％
20.5

％
19.4

歳出額A 実質収支 人件費B 人件費率B/A
16年度の
人件費率

17年度

※人件費には、市長・助役・収入役・市議会議員などの特別職の給料、
報酬なども含まれています

職員給与費の状況（普通会計決算）

職員の平均給料月額、平均年齢などの状況

職員の初任給の状況

区　分

区 分

区　　分

区分 沼田市 群馬県

期末手当

勤勉手当

退職手当

支給率 沼田市
自己都合 勧奨・定年

群馬県

勤続20年
勤続25年
勤続30年
最高限度額
その他の
加算措置
退職時特別昇給

23.5月分
33.5月分
47.5月分
59.28月分
定年前早期退職特例措置

2％～20％加算
定年前早期退職特例措置

2％～20％加算
８号給(勧奨退職）

支給総額
職員全体に占める支給職員の割合
支給職員1人当たり支給年額

3,220千円
23.1%

26,832円

30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

自己都合 勧奨・定年
23.5月分
33.5月分
47.5月分
59.28月分

30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

特殊
勤務手当
(13種類)

17年度

(17年度支給割合)
1人当たり平均支給額

1,598千円
期末手当　 勤勉手当

計　3.00月分　1.45月分

職制上の段階、職務の級など
による加算措置

役職加算　5～15％

(17年度支給割合)
1人当たり平均支給額

1,880千円
期末手当　 勤勉手当

計　3.05月分　1.40月分

職制上の段階、職務の級など
による加算措置
役職加算　　 5～20％

管理監督者加算 15～25％

初任給 採用２年経
過日給料額 初任給 採用２年経

過日給料額

一般行政職
大学卒
短大卒
高校卒
高校卒

170,200円
153,800円
142,800円
142,800円

175,300円

141,700円
137,300円

182,200円
167,500円
152,500円
152,500円

188,300円

152,500円
146,700円技能労務職

沼田市 群馬県

一般行政職
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

技能労務職

沼田市 340,469円
363,177円

401,389円
427,752円

41歳7月
43歳4月

320,239円
320,117円

346,877円
347,086円

49歳5月
46歳11月群馬県

職員数Ａ 給与費
給料 職員手当 期末勤勉手当 計Ｂ

1人当たり
給与費B/A

人
486

千円
1,996,571

千円
389,160

千円
814,645

千円
3,200,376

千円
6,58517年度

※職員手当には、退職手当を含みません

※平均給与月額は、平均給料月額と職員手当(期末手当・勤勉手当・寒
冷地手当を除く)の合計額です

平成18年4月1日現在

平成18年4月1日現在

特別職の報酬などの状況 平成18年4月1日現在

定員の状況 平成18年4月1日現在
職員手当の状況（企業職を除く全職種) 平成18年4月1日現在

時間外

勤務手当

17年度
支給総額

支給職員1人当たり支給年額
支給総額

支給職員1人当たり支給年額
１ 配偶者・・・・・・・・・・・・・ 13,000円
２ 配偶者以外の扶養親族
2人まで・・・・・・・・・・・1人 6,000円
3人目から・・・・・・・・・・1人 5,000円
配偶者なし・・・・・・・・1人目 11,000円
被扶養配偶者なし・・・・・1人目 6,500円

１ 借家・借間の場合(家賃12,000円を超える場合)
家賃の額に応じて27,000円を限度に支給

２ 自己所有住宅の場合
2,500円(新築、購入後5年間は3,000円）

１ 交通機関を利用する場合
定期代相当額を支給(55,000円が限度)

２ 交通用具を使用する場合
使用距離などに応じて支給　2,000円～24,500円

124,580千円
240千円

145,808千円
271千円

16年度

扶養手当

住居手当

通勤手当

給料月額など 期末手当区　分

給料

市長
助役

振興局長
収入役
議長
副議長

議員(旧沼田)
議員(旧白沢)
議員(旧利根)

836,000円
684,000円
618,000円
618,000円
426,000円
359,000円
339,000円
147,000円
190,000円

(17年度支給割合)

(17年度支給割合)

６月期　2.10月分
12月期　2.35月分
計　　4.45月分

６月期　2.10月分
12月期　2.35月分
計　　4.45月分

報酬

※職員数は一般職に属する職員数で、地方公務員の身分を保有
する休職者、派遣職員などを含み、臨時、非常勤職員を除い
ています

※平成16年は合併前の旧3市村の職員を合算しています

区　分
部 門

職 員 数
16年 17年 18年

対前年増減数
16年 17年 18年

合 計

議 会
総 務
税 務
民 生
衛 生
労 働
農林水産
商 工
土 木
小 計
教 育
小 計

水　道
下水道
その他
小 計

8
102
33
75
46
1
36
15
54
370
120
120
490
24
19
28
71
561

5
99
34
73
50
1
36
19
53
370
115
115
485
21
17
19
57
542

5
99
35
68
44
1
38
15
54
359
114
114
473
21
17
24
62
535

3

△ 4

△ 2

△ 2
△ 5
△ 3
△ 3
△ 8

△ 1
△ 2
△ 3
△ 11

△ 3
△ 3
1

△ 2
4

4
△ 1
0

△ 5
△ 5
△ 5
△ 3
△ 2
△ 9
△ 14
△ 19

1
△5
△6

2
△4
1

△11
△1
△1
△12

5
5

△7

特別行
政部門

公営
企業
など

普通会計計

一
般
行
政
部
門
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税
金
を
　

納
め
る
あ
な
た
に

明
る
い
未
来

平
成
十
七
年
度
税
に
関
す
る
標
語

沼
田
市
長
賞
多
那
中
学
校
千
明
麻
美

さ
ん
の
作
品

■
固
定
資
産
税
と
は

固
定
資
産
税
は
、
土
地
・
家
屋
・

償
却
資
産(

事
業
用
の
資
産)

を
所
有

し
て
い
る
人
が
、
そ
の
固
定
資

産
の
価
格
を
も
と
に
算
定
さ
れ

た
税
額
を
、
固
定
資
産
の
所
在

す
る
市
町
村
に
納
め
る
税
金
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
固
定
資
産
税

の
基
準
日
と
な
る
賦
課
期
日

(

ふ
か
き
じ
つ)

に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

■
賦
課
期
日
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
一
月

一
日
現
在
の
固
定
資
産
の
所
有

者
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

こ
の
日
を
固
定
資
産
税
の
賦
課
期
日

と
い
い
ま
す
。

例
え
ば
、
Ａ
さ
ん
が
所
有
し
て
い

る
土
地
を
平
成
十
八
年
十
二
月
十
五

日
に
Ｂ
さ
ん
に
売
却
し
、
平
成
十
九

年
一
月
十
五
日
に
法
務
局
へ
所
有
権

移
転
の
登
記
を
し
た
と
し
ま
す
。
年

内
に
売
買
契
約
を
終
え
た
た
め
、
新

年
度
の
税
金
は
Ｂ
さ
ん
に
課
税
さ
れ

る
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
５
月
に
納

税
通
知
書
が
Ａ
さ
ん
の
所
に
送
付
さ

れ
た
・
・
・
と
う
こ
と
が
起
き
て
し

ま
い
ま
す
。

税
法
上
で
は
、
一
月
一
日
時
点
で

登
記
簿
に
所
有
者
と
し
て
登
記
さ
れ

て
い
た
人
が
所
有
者
と
な
る
か
ら
で

す
。
土
地
・
家
屋
の
購
入
・
売
却
を

さ
れ
る
場
合
に
は
こ
の
点
に
十
分
注

意
し
、
そ
の
後
の
税
負
担
を
ど
う
す

る
の
か
を
契
約
者
双
方
で
合
意

し
決
め
て
お
く
こ
と
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
賦
課
期
日
は
、
所
有

者
を
確
定
す
る
基
準
日
で
あ
る

と
同
時
に
、
固
定
資
産
が
存
在

し
て
い
た
か
を
確
定
す
る
基
準

日
で
も
あ
り
ま
す
。

土
地
に
関
し
て
は
、
存
在
し

て
い
た
土
地
が
消
え
て
し
ま
う

・
・
・
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
ま

り
無
い
こ
と
で
す
が
、
家
屋
に

つ
い
て
は
、
完
成
と
取
り
壊
し

が
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。

昨
年
中
に
家
屋(

物
置
・
車
庫
な

ど
も
含
む)

が
完
成
し
た
、
ま
た
は

課
税
明
細
に
記
載
が
あ
る
家
屋
を
取

り
壊
し
た
場
合
に
は
、
平
成
十
九
年

度
の
税
額
に
影
響
し
ま
す
の
で
、
該

当
す
る
人
は
、
必
ず
税
務
課
ま
で
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
課
資
産
税

係
1
内
線
３
１
４
８
へ
。
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税
務
⑩

洋菓子教室試食会 ２月３日(土)午

前11時～(お菓子の数に限りがあ

ります)

茶道お点前発表 ２月４日(日)午前

11時～午後２時

お袋の味試食会 ２月４日(日)午前

11時～午後１時

とき ２月４日(日)午後１時～

ところ 中央公民館４階ホール

内容 社会教育功労者表彰式、小

中学生学芸文化・体育特別賞表

彰式、柳波賞贈呈式

とき ２月２日(金)午前９時

ところ 中央公民館４階ホール

○生涯学習講演会
講師 岳美会会長

田中穂積さん

演題 「継続こそ力」

○自主サークル支援発表会
出演団体 利根魚拓の会、柳町囲

碁同好会

とき ２月２日(金)～４日(日)午前

９時～午後５時

(最終日は午後４時まで)

ところ 中央公民館

内容 書道、陶芸、絵画、フラワ

ーアレンジメントなど

とき ２月３日(土)午前９時30分

～午後１時

ところ 中央公民館４階ホール

市民の皆さんに生涯学習活動を公開し、公民館活動をご理解いただくため、日ごろの学習
成果や利用団体の活動内容を発表します。開催期間中、お楽しみコーナーや講演会など、楽し
いイベントを用意していますので、皆さんお誘い合わせのうえ、お出掛けください。

社会教育課社会教育係1内線３３３２

中央公民館1○０１４３23

スティバル
～人生の楽しみつくろう生涯学習～



「
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
動
物
が
好
き

で
、
大
き
く
な
っ
た
ら
動
物
を
助
け

る
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。」
と
お
話
し
し
て
く
だ
さ
っ

た
の
は
、
伊
藤
動
物
病
院
に
お
勤
め

の
大
竹
美
千
枝
さ
ん
で
す
。(

22
歳)

●
就
職
し
て
も
う
す
ぐ
三
年
。
入
院

中
の
動
物
の
世
話
や
診
察
・
手
術
補

助
、
掃
除
な
ど
仕
事
の
内
容
は
豊
富

で
す
が
、
い
つ
で
も
素
早
く
対
応
で

き
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
診

察
を
終
え
た
動
物
た
ち
が
、
元
気
に

な
っ
て
帰
っ
て
い
く
姿
を
見
る
の
が
、
何

よ
り
う
れ
し
い
と
き
で
す
ね
。

●
沼
田
ま
つ
り
が
大
好
き
。
祭
り
独

特
の
に
ぎ
や
か
さ
や
街
の
雰
囲
気
が

素
敵
で
す
よ
ね
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
親
と
法
被
を
着
て
山
車
を
引
っ
張

っ
て
い
た
ん
で
す
よ
。
毎
年
、
仲
間

と
騒
い
だ
り
、
笛
や
太
鼓
で
祭
り
ば

や
し
を
演
奏
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

●
趣
味
は
洋
楽
鑑
賞
。
今
度
、
沖
縄

の
海
に
も
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

●
動
物
は
口
が
き
け
な
い
の
で
、
少

し
で
も
異
常
を
感
じ
た
ら
、
早
め
に

連
れ
て
き
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
。

大竹美千枝さん(栄町)

動
物
た
ち
が
大
好
き
で
す
。

ふりートーク�

ふりートーク�
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白
沢
町
の
生
涯
学
習
実
践
団
体
の

活
動
を
紹
介
し
、
生
涯
学
習
活
動
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

教
養
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

１
月
20
日(

土)

午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

白
沢
町
振
興
局
３
階
多
目

的
ホ
ー
ル

内
容
「
平
出
子
ど
も
歌
舞
伎
」の
活

動
に
つ
い
て

発
表
者
「
平
出
子
ど
も
歌
舞
伎
」の

参
加
者
な
ど

※
１
月
19
日(

金)

午
後
１
時
か
ら
２

月
23
日(

金)

正
午
ま
で
、
白
沢
公

民
館
で「
生
涯
学
習
ロ
ビ
ー
展
」を

開
催
し
ま
す

後
半
の
教
養
講
座
に
は
、
テ
レ
ビ

の
リ
ポ
ー
タ
ー
、
司
会
、
ク
イ
ズ
番

組
な
ど
で
お
な
じ
み
の
落
語
家
・
三

笑
亭
夢
之
助
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま

す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

演
題
「
健
康
は
笑
い
か
ら
」

２月２日(金)～４日(日)

第13回生涯学習フェ
第36回公民館まつり

記念講演会

講師紹介 東京生まれ。昭和35年女優とし
てデビュー。映画・テレビで活躍するか
たわら、エッセイスト・農政ジャーナリ
ストとしても活躍。著書に「やまぼうし
の花咲いた」「私の骨董夜話」など

生涯学習フェスティバ

ルの最終日に講演会を開

きます。講師に浜美枝さ

んを迎えて、「妻として、

母として、そして仕事」

をテーマにお話をいただ

きます。入場は無料です。

どうぞ楽しい講演をお聞

きください。

生
涯
学
習
発
表
会
・
実
践
発
表

教
養
講
座(

講
演
会)

白
沢
町
生
涯
学
習

発
表
会
・
教
養
講
座

白
沢
町
教
育
支
所
1
○
２
２
９
１

53

浜美枝さんを迎えて

とき　２月４日（日）午後２時
ところ　中央公民館４階ホール

社会教育課社会教育係1内線３３３２



●
実
施
主
体

沼
田
市(

運
営
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
尾
瀬
な
で
し
こ
の
会)

●
場
所

沼
田
市
高
橋
場
町
４
６
４

１
番
地
１
1
�
２
４
４
７

●
開
設
日

月
曜
日
〜
金
曜
日(

祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

●
開
設
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時

○
ま
か
せ
て
会
員

市
内
在
住
、
在
勤
で
、
育
児
の
援

助
を
行
い
た
い
人

○
お
願
い
会
員

市
内
在
住
、
在
勤
で
、
生
後
３
カ

月
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
お

子
さ
ん
の
い
る
人

○
ど
っ
ち
も
会
員

「
お
願
い
会
員
」と
し
て
子
ど
も
を

預
か
っ
て
も
ら
い
、
時
に
は「
ま

か
せ
て
会
員
」と
し
て
預
か
る
こ

と
も
可
能
な
人

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
入
会
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
顔
写
真
２
枚(

３
㌢

×
３
㌢
程
度)

を
添
え
て
セ
ン
タ
ー

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
入
会
に
つ

い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
の
仕
組
み
や
決

ま
り
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

説
明
会
や
、
安
全
に
援
助
を
行
う
た

め
に
必
要
な
講
習
会
に
出
席
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

突
発
的
な
理
由
な
ど
で
、
子
育
て

の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
人(

お

願
い
会
員)

と
、
子
育
て
の
手
伝

い
を
し
た
い
人(

ま
か
せ
て
会
員)

を
橋
渡
し
す
る
組
織
で
、
登
録
し

た
会
員
相
互
の
信
頼
関
係
を
基

に
、
地
域
全
体
で
子
育
て
家
庭
を

支
援
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
で
す

入
会
金
や
年
会
費
は
か
か
り
ま
せ

ん
。
万
が
一
の
事
故
に
備
え
て
補

償
保
険
に
加
入
し
ま
す
が
保
険

料
は
市
が
負
担
し
ま
す

実
際
に
預
け
る
、
預
か
る
こ
と
を

想
定
し
、
セ
ン
タ
ー
職
員
が
同
行

し
て
事
前
の
打
ち
合
わ
せ(

ま
か

せ
て
会
員
と
の
顔
合
わ
せ)

を
行

い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
利
用
で

き
ま
す

主
な
援
助
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
・
保
育
園
・
幼
稚
園
な
ど
の
開
始
前

や
終
了
後
の
預
か
り

・
保
育
園
や
幼
稚
園
ま
で
の
送
迎

・
学
校
の
放
課
後
や
学
童
ク
ラ
ブ
終

了
後
の
預
か
り

・
保
護
者
の
急
用(

傷
病
・
看
護
・

冠
婚
葬
祭
な
ど)

の
た
め
の
預
か

り
・
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
た
め
の

預
か
り

・
買
い
物
な
ど
外
出
時
の
預
か
り

※
子
ど
も
を
預
か
る
場
合
は
、
原
則

と
し
て
ま
か
せ
て
会
員
の
家
庭
に

お
い
て
行
い
ま
す
。
ま
た
、
援
助

活
動
は
早
朝
や
夜
間
に
わ
た
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
原
則
と
し
て

子
ど
も
の
宿
泊
は
行
い
ま
せ
ん

援
助
活
動
の
報
酬
額
基
準
表(

左

表)

に
定
め
ら
れ
た
金
額
を
援
助

終
了
後
、
お
願
い
会
員
は
ま
か
せ

て
会
員
に
支
払
い
ま
す

12
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沼
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

沼
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
1

２
４
４
７

社
会
福
祉
課
女
性
児
童
係
1

内
線
７
７
２
５
７

22

市
で
は
、
子
育
て
家
庭
を
応
援
す
る
た
め
、「
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人
」

と
「
育
児
を
手
伝
い
た
い
人
」が
会
員
と
な
り
、
子
育
て
を
地
域
で
支
え

合
う
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の

要

概

会
員
の

類

種

会
員
に

る
た
め
に
は

な

セ
ン
タ
ー
に
関
す
る＆

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ
タ
ー
っ
て
な
に
？

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

会
員
に
な
る
の
に
会
費
は
か
か
る

の
？

ＡＡＡ Ｑ
知
ら
な
い
人
に
子
ど
も
を
預
け
る

の
は
不
安
で
す
が
…
？

Ｑ

Ａ
費
用
は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
？

Ｑ

ど
ん
な
援
助
を
お
願
い
で
き
る

の
？

Ｑ

〈報酬額基準表〉
利用したときの料金(１時間あたり)

※交通費、ミルク代などはお願い会員の
実費負担となります

会
員
を
募
集
し
ま
す
！

会
員
を
募
集
し
ま
す
！

会
員
を
募
集
し
ま
す
！

会
員
を
募
集
し
ま
す
！

会
員
を
募
集
し
ま
す
！

会
員
を
募
集
し
ま
す
！

会
員
を
募
集
し
ま
す
！

会
員
を
募
集
し
ま
す
！

会
員
を
募
集
し
ま
す
！

会
員
を
募
集
し
ま
す
！

会
員
を
募
集
し
ま
す
！

会
員
を
募
集
し
ま
す
！

会
員
を
募
集
し
ま
す
！

会
員
を
募
集
し
ま
す
！

会
員
を
募
集
し
ま
す
！

会
員
を
募
集
し
ま
す
！

会
員
を
募
集
し
ま
す
！

時　間 月～金

午前７時～午後７時

上記以外

700円

800円

土・日曜日・祝日
(年末年始)

900円

800円

とき ２月４日(日)午後１時から

５時まで(午後0時30分から受け付け開始)

ところ 市保健福祉センター３階研修室

講習内容

・活動内容などの説明

・普通救命救急講習

申し込み 沼田市ファミリー・サポート・センターへ

※筆記用具持参のうえ、動きやすい服装でお出掛

けください。また、託児もありますので、申し

込みのときにお話しください

詳しいことは、沼田市ファミリー・サポートセ

ンター1 ２４７７、社会福祉課女性児童係1内

線７７２５７へ。
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ウィンタースポーツの季節です。皆さんもチャレンジ
してみませんか。

とき ２月17日(土)午後１時開会
ところ 県総合スポーツセンター伊香保リンク
対象 市内在住者
定員 40人
受講料 無料(ただし、傷害保険料大人1,500円、
中学生以下500円は受講者負担）
講師 沼田スケートクラブ員

種目 500㍍
▽小学生の部(男子・女子)
▽中学生の部(男子・女子)
▽一般の部(男子・女子)
申し込み ２月５日(月)までに、市民体育館、
白沢町・利根町教育支所へ。中学生以下は保
護者の承諾書が必要です
※当日、会場までの送迎バスを運行します。午
前11時市役所前出発、午後６時帰着予定。
先着28人まで利用できます
詳しいことは、体育課1 ９４４４へ。

とき ２月18日(日)
ところ 宝台樹スキー場
対象 県内在住の母(父)子家庭の親と子(18歳未満)、 寡婦
参加費 母(父)・寡婦１人3,000円、子(18歳未満)１人
2,000円、 子(3歳未満)１人500円
※参加費には、バス代・昼食代・保険料・スキー教室参加
料を含みます。スキー用具のレンタルは自己負担
定員 135人(申し込み多数の場合は抽選)
バス乗車地 館林市役所、太田バスターミナル、伊勢崎市
役所、高崎駅東口、新前橋駅東口、ららん藤岡、渋川市
役所、沼田市運動公園前のうち希望の場所
申し込み 往復はがきに、住所・電話番号・参加者全員の
氏名・年齢・希望の乗車地を記入のうえ、申し込みくだ
さい
申し込み先 〒371-0843前橋市新前橋町13-12 群馬県
社会福祉総合センター内(財)群馬県母子寡婦福祉協議会
事務局
応募締め切り １月26日(金)必着
詳しいことは、同事務局1０２７(２５５)６６３６へ。

スケート教室に続いて、市民スケート大会を
開催します。
スケート教室に続いて、市民スケート大会を
開催します。
スケート教室に続いて、市民スケート大会を
開催します。
スケート教室に続いて、市民スケート大会を
開催します。
スケート教室に続いて、市民スケート大会を
開催します。
スケート教室に続いて、市民スケート大会を
開催します。
スケート教室に続いて、市民スケート大会を
開催します。
スケート教室に続いて、市民スケート大会を
開催します。
スケート教室に続いて、市民スケート大会を
開催します。
スケート教室に続いて、市民スケート大会を
開催します。
スケート教室に続いて、市民スケート大会を
開催します。
スケート教室に続いて、市民スケート大会を
開催します。
スケート教室に続いて、市民スケート大会を
開催します。
スケート教室に続いて、市民スケート大会を
開催します。
スケート教室に続いて、市民スケート大会を
開催します。
スケート教室に続いて、市民スケート大会を
開催します。
スケート教室に続いて、市民スケート大会を
開催します。

市
民
ス
ケ
ー
ト
教
室
・
大
会

市
民
ス
ケ
ー
ト
大
会

と
き

２
月
４
日(

日)

午
前
８
時
30

分
開
会(

午
前
８
時
か
ら
受
け
付

け
開
始)

と
こ
ろ

た
ん
ば
ら
ス
キ
ー
パ
ー
ク

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

種
別

・
小
学
生
低
学
年(

１
〜
４
年
生
の

男
女)

・
小
学
生
高
学
年(

５
・
６
年
生
の

男
女)

・
中
学
生(

男
女)

・
男
子
10
歳
代
、
20
歳
代
、
30
歳
代
、

40
歳
代
、
50
歳
代
、
60
歳
以
上
、

70
歳
以
上(

オ
ー
プ
ン
競
技)

・
女
子
10
歳
代
、
20
歳
代
、
30
歳
以
上

申
し
込
み

１
月
29
日(

月)

ま
で
に

市
民
体
育
館
・
白
沢
町
・
利
根
町

各
教
育
支
所
へ(
小
・
中
学
生
は

承
諾
書
を
添
え
て
直
接
、
高
校
生

以
上
は
電
話
申
し
込
み
可)
当
日

の
受
け
付
け
は
一
切
い
た
し
ま
せ

ん詳
し
い
こ
と
は
、
同
館
1

９
４

４
４
へ
。



十
一
月
十
一
日(

土)

に
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
第
二
十
回
福

祉
バ
ザ
ー
に
は
、
皆
さ
ん
の
ご
厚
意

に
よ
り
、
四
千
点
を
超
え
る
品
物
を

ご
寄
付
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

午
前
十
時
の
開
場
と
と
も
に
、
た

く
さ
ん
の
人
に
お
買
い
上
げ
い
た
だ

い
た
売
上
金
は
、
四
十
六
万
三
千
六

百
九
十
九
円
に
も
の
ぼ
り
、
大
盛
況

の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

こ
の
収
益
は
、
社
会
福
祉
事
業
向

上
の
た
め
に
還
元
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

皆
さ
ん
の
善
意
と
ご
協
力
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
1

１
９
９
０
へ
。

と
き

１
月
23
日(

火)

か
ら
26
日

(

金)

ま
で
の
４
日
間
。
午
後
１
時

30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

ク
ラ
ブ
室(

白
岩
町)

定
員

12
人(

定
員
を
超
え
た
場

合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す)

対
象
者

市
内
に
在
住
す
る
60
歳

以
上
の
人
で
、
パ
ソ
コ
ン
に
初
め

て
触
れ
る
人

内
容

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
・
簡

単
な
文
章
の
作
成
・
年
賀
状
の
作

成
な
ど

受
講
料

無
料(

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ

ン
タ
ー
使
用
料
は
別
途)

申
し
込
み

１
月
４
日(

木)

か
ら
14

日(

日)

ま
で
に
、
ふ
れ
あ
い
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接
申
し
込

み
く
だ
さ
い(

休
館
日
の
月
曜
日

を
除
く
、
午
前
９
時
30
分
か
ら

午
後
４
時
ま
で)

詳
し
い
こ
と
は
、
同
セ
ン
タ
ー

1

３
４
９
７
へ
。

社
会
福
祉
事
業
へ

▽
東
京
新
聞
本
社
事
業
局(

東
京

都
港
区)→

二
万
二
千
四
百
五
円
▽

沼
田
市
農
業
委
員
会(

沼
田
市
役
所)

→

二
万
円
▽
小
板
橋
文
博(

西
倉
内

町)→

三
十
万
円
▽
塩
野
明
美
ダ
ン

ベ
ル
教
室
愛
好
会(

西
原
新
町)→

二

万
円
▽
Ｊ
Ａ
利
根
沼
田
農
産
物
直
売

所(

東
原
新
町)→

五
千
円
▽
有
限
会

社
ミ
ナ
ミ(

榛
名
町)→

一
千
円
▽
沼

田
市
婦
人
会(

東
原
新
町)→

五
万
七

千
四
百
円
▽
沼
田
盆
苦
楽
会(

榛
名

町)→

一
万
三
千
三
百
八
十
円
▽
辰

巳
会(

高
橋
場
町)→

五
万
円
▽(

有)

有
楽
商
事(

下
久
屋
町)→

十
万
円
▽

内
田
好
司(

久
屋
原
町)→

一
万
円

広報ぬまた 平成19年１月１日

平
成
五
年
四
月
に
生
涯
学
習
講

座
受
講
を
き
っ
か
け
に
結
成
。
題

材
も
会
員
が
自
分
た
ち
で
写
真

(

題
材)

を
撮
り
に
出
掛
け
る
な

ど
、身
近
な
テ
ー
マ
を
取
り
入
れ
、

作
品
が
完
成
し
た
と
き
の
達
成
感

が
味
わ
え
る
こ
と
が
魅
力
。
文
化

祭
へ
の
出
展
を
目
標
に
取
り
組
む

ほ
か
、
年
一
回
の
全
国
大
会
へ
の

応
募
も
視
野
に
、
制
作
作
業
を
し

て
ま
す
。
作
品
の
基
本
と
な
る
モ

ノ
ク
ロ
を
は
じ
め
、
最
近
で
は
カ

ラ
ー
作
品
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
毎

月
一
回
、
第
二
月
曜
日
に
利
根
町

若
者
定
住
セ
ン
タ
ー
で
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
、
見
学
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
連
絡
先
　
結
城
た

ま
子
さ
ん
1

３
２
２
８
へ
。

利根切り絵同好会われら�
　いきいき�
　  サークル�

われら�
　いきいき�
　  サークル�

161

14

（敬称略）

ご協力
ありがとうございました

福 祉 バ ザ ー

初心者パソコン教室を開催

高齢者向けの初心者パソコン
教室を開催します。楽しく学ん
でみませんか。



本
市
に
農
場
の
あ
る
千
葉
大
学
と

連
携
し
て
、
市
民
を
対
象
に
講
演

会
・
分
科
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き

１
月
27
日(

土)

午
後
１
時
30

分
開
会(

午
後
１
時
か
ら
受
け
付

け
開
始)

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
第
１
講
義
室

ほ
か

○
第
一
部
　
基
調
講
演

「
身
近
な
自
然
と
健
康
〜
生
活
習

慣
病
を
考
え
る
〜
」(

定
員
100
人)

千
葉
大
学
環
境
健
康
フ
ィ
ー
ル
ド

科
学
セ
ン
タ
ー
教
授
　
池
上
文
雄

さ
ん

○
第
二
部
　
分
科
会

・
第
１
分
科
会
「
環
境
保
全
型
農
業

と
今
後
の
野
菜
栽
培
」(

定
員
50

人)

千
葉
大
学
環
境
健
康
フ
ィ
ー

ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
助
教
授
　
北

条
雅
章
さ
ん

・
第
２
分
科
会「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

た
健
康
の
増
進
」(

定
員
25
人)

千

葉
大
学
環
境
健
康
フ
ィ
ー
ル
ド
科

学
セ
ン
タ
ー
教
授
　
徳
山
郁
夫
さ
ん

・
第
３
分
科
会
「
食
農
・
環
境
教
育

の
推
進
」(

定
員
25
人)

千
葉
大
学

大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
教
授

安
藤
昭
一
さ
ん

参
加
費

無
料

申
し
込
み

１
月
18
日(

木)

ま
で
に

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
参
加
す

る
講
演
会
を
、
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル(kikaku@

city.n

u
m
ata.gu

n
m
a.jp
)

で
同
係
へ

(

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り)

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
で
は
、

人
工
呼
吸
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
Ａ

Ｅ
Ｄ(

※)

を
使
用
し
た
除
細
動
、
止

血
の
方
法
な
ど
、
平
成
十
八
年
度
第

五
回
個
人
向
け
普
通
救
命
講
習
会
を

次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
講
し
て
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

講
習
は
無
料
で
、
受
講
者
に
は
普

通
救
命
講
習
修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

と
き

１
月
28
日(

日)

午
前
９
時
か

ら
正
午
ま
で(

午
前
８
時
30
分
か

ら
受
け
付
け
開
始)

と
こ
ろ

利
根
沼
田
広
域
中
央
消
防

署(

沼
田
市
高
橋
場
町)

定
員

20
人

申
し
込
み
場
所

各
消
防
署
で
、
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま

で
受
け
付
け
ま
す(

電
話
申
し
込

み
可
。
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も
受

け
付
け
ま
す)

申
し
込
み
締
切

１
月
26
日(

金)

ま

で(

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り)

服
装

動
き
や
す
い
服
装(

実
技
を

中
心
に
講
習
を
行
い
ま
す
。
口
紅

の
使
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い)

詳
し
い
こ
と
は
、
各
消
防
署
へ
。

・
中
央
消
防
署
1

１
７
３
４

・
東
消
防
署
1

２
３
０
０

・
西
消
防
署
1

０
０
０
２

・
北
消
防
署
1

４
３
４
９
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身
近
な
自
然
と
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

企
画
課
政
策
調
整
係
1
内
線
３
２
２
３

千
葉
大
学
と
の
連
携
に
よ
る

講
演
会
・
分
科
会

去年は豪雪に見舞わ
れ、市内でも屋根が一
部壊れるなどの被害が
多数発生しました。今
回は大雪について学び
たいと思います。

大雪警報は24時間で予想される降雪の深さが基準に
なっています。豪雪地帯といわれる新潟県の山沿いでは
100㌢、東京で20㌢、群馬県は、平地30㌢、山地で
100㌢以上になると予想される場合に発表されます。

雪は想像する以上に重いものです。湿った雪が10㌢
積もったときの重さは、10㍍四方で、およそ１㌧とい
われています。10㍍四方というのは、一般住宅の屋根
の広さくらいです。大雪警報の基準値である30㌢積も
れば３㌧にもなるため、大雪のときには雪下ろしが必要
です。

下に人がいないか確認して、２人以上で行いましょう。

大きな建物の付近では、大量の雪が落下する恐れがあ
ります。雪の下になってしまうと、自力では脱出するこ
とはできません。通学路など危険な場所を事前に確認し
ましょう。大きな建物の近くを歩くときは軒先から十分
離れて歩くようにしましょう。

大雪により家屋が一部破損するなど被害があった場合
は、加入の損害保険の対象になることも考えられます。
詳しいことは、総務課消防防災係1内線３３６１へ。

大雪警報の基準は大雪警報の基準は大雪警報の基準は大雪警報の基準は大雪警報の基準は大雪警報の基準は大雪警報の基準は大雪警報の基準は大雪警報の基準は大雪警報の基準は大雪警報の基準は大雪警報の基準は大雪警報の基準は大雪警報の基準は大雪警報の基準は大雪警報の基準は大雪警報の基準は

雪の重さは雪の重さは雪の重さは雪の重さは雪の重さは雪の重さは雪の重さは雪の重さは雪の重さは雪の重さは雪の重さは雪の重さは雪の重さは雪の重さは雪の重さは雪の重さは雪の重さは

雪下ろしのときの注意は雪下ろしのときの注意は雪下ろしのときの注意は雪下ろしのときの注意は雪下ろしのときの注意は雪下ろしのときの注意は雪下ろしのときの注意は雪下ろしのときの注意は雪下ろしのときの注意は雪下ろしのときの注意は雪下ろしのときの注意は雪下ろしのときの注意は雪下ろしのときの注意は雪下ろしのときの注意は雪下ろしのときの注意は雪下ろしのときの注意は雪下ろしのときの注意は

通学路などでは通学路などでは通学路などでは通学路などでは通学路などでは通学路などでは通学路などでは通学路などでは通学路などでは通学路などでは通学路などでは通学路などでは通学路などでは通学路などでは通学路などでは通学路などでは通学路などでは

被害を受けたら被害を受けたら被害を受けたら被害を受けたら被害を受けたら被害を受けたら被害を受けたら被害を受けたら被害を受けたら被害を受けたら被害を受けたら被害を受けたら被害を受けたら被害を受けたら被害を受けたら被害を受けたら被害を受けたら

普
通
救
命
講
習
会
参
加
者
募
集

突然止まってしまった心臓に電気ショックが必要かを
判断し、電気ショックを与える救命器具です。
突然心臓が止まってしまう原因は、心臓の病気がほと

んどです。このとき心臓はケイレンをしているような状
態であり、電気ショックが有効であるといわれています。
ＡＥＤには音声ガイドがついているので簡単に使用で

き、一般の人でもＡＥＤを使った心肺蘇生法が認められ
ています。

※ＡＥＤとは※ＡＥＤとは※ＡＥＤとは※ＡＥＤとは※ＡＥＤとは※ＡＥＤとは※ＡＥＤとは※ＡＥＤとは※ＡＥＤとは※ＡＥＤとは※ＡＥＤとは※ＡＥＤとは※ＡＥＤとは※ＡＥＤとは※ＡＥＤとは※ＡＥＤとは※ＡＥＤとは

「助かるはずの命」を救うために
あなたも覚えてください！

「助かるはずの命」を救うために
あなたも覚えてください！

「助かるはずの命」を救うために
あなたも覚えてください！

「助かるはずの命」を救うために
あなたも覚えてください！

「助かるはずの命」を救うために
あなたも覚えてください！

「助かるはずの命」を救うために
あなたも覚えてください！

「助かるはずの命」を救うために
あなたも覚えてください！

「助かるはずの命」を救うために
あなたも覚えてください！

「助かるはずの命」を救うために
あなたも覚えてください！

「助かるはずの命」を救うために
あなたも覚えてください！

「助かるはずの命」を救うために
あなたも覚えてください！

「助かるはずの命」を救うために
あなたも覚えてください！

「助かるはずの命」を救うために
あなたも覚えてください！

「助かるはずの命」を救うために
あなたも覚えてください！

「助かるはずの命」を救うために
あなたも覚えてください！

「助かるはずの命」を救うために
あなたも覚えてください！

「助かるはずの命」を救うために
あなたも覚えてください！

そ　せい



一
月
一
日
現
在
、
事
業
を
営
ん
で

い
て
事
業
用
に
使
用
し
て
い
る
償
却

資
産(

事
務
機
器
、
機
械
装
置
、
構

内
の
舗
装
な
ど)

を
持
っ
て
い
る
人

に
は
土
地
や
家
屋
と
同
じ
く
固
定
資

産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
人
は
申
告
義
務
が
あ
り

ま
す
の
で
、
償
却
資
産
の
申
告
書
を

一
月
三
十
一
日(
水)

ま
で
に
税
務
課

資
産
税
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
の
用
紙
が
必
要
な
場
合
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

１
４
８
へ
。

市
で
は
、
来
年
度
整
備
す
る
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
説
明
会
を
実
施

し
ま
す
。
事
業
所
開
設
の
意
向
の
あ

る
人
は
説
明
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

と
き

１
月
19
日(

金)

午
後
３
時
か

ら
と
こ
ろ

市
役
所
東
原
庁
舎
２
階
会

議
室

サ
ー
ビ
ス
内
容

●
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護(

沼
田
南

部
圏
域
に
１
カ
所)

●
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護(

沼
田

東
部
･
西
部
圏
域
に
各
１
カ
所)

●
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護(

沼

田
西
部
･
南
部
圏
域
に
各
１
カ

所)詳
し
い
こ
と
は
、
高
齢
福
祉
課
介

護
保
険
係
1
内
線
７
７
２
６
３
へ
。

二
〇
〇
六
年
に
話
題
に
な
っ
た
本

を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
一
年
間
の

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
集
め
ま
す
。
忙
し

く
て
読
み
そ
び
れ
た
本
や
、
買
お
う

と
思
っ
た
も
の
の
売
り
切
れ
だ
っ
た

本
な
ど
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

と
こ
ろ

市
立
図
書
館
２
階
一
般

閲
覧
室

テ
ー
マ
「
２
０
０
６
年
話
題
に
な
っ

た
本
」

詳
し
い
こ
と
は
、
同
館
1

０
５

５
０
へ
。

冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
を
推
進
す
る

新
生
活
運
動
の
申
し
合
わ
せ
事
項
は

次
の
と
お
り
で
す
。

冠
婚
葬
祭
の
申
し
合
わ
せ
事
項

結
婚
式

１
万
円
以
内

葬
儀

２
千
円
以
内

病
気
見
舞
い
な
ど

２
千
円
以
内
　

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
教
育
課
社

会
教
育
係
1
内
線
３
３
３
２
へ
。

沼
田
公
園
は
桜
の
名
所
と
し
て
多

く
の
市
民
を
は
じ
め
、
観
光
客
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
園
内
の
桜
は

老
木
で
、
倒
木
や
枝
が
落
下
す
る
危

険
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
園
利
用

者
の
安
全
確
保
と
桜
の
健
全
育
成
の

た
め
樹
木
医
に
よ
る
桜
の
診
断
を
実

施
し
、
結
果
を
も
と
に
、
一
部
の
伐

採
・
剪
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
都
市
計
画
課
公

園
緑
地
係
1
内
線
４
２
２
３
へ
。

医
療
関
係
従
事
者
は
、
関
係
法
令

に
よ
り
二
年
ご
と
の
届
け
出
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
人
は
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
者

①
平
成
18
年
12
月
31
日
現
在
で
国

内
に
住
所
が
あ
り
、日
本
の
医
籍
、

歯
科
医
籍
ま
た
は
薬
剤
師
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
医
師
、
歯
科
医

師
お
よ
び
薬
剤
師

②
平
成
18
年
12
月
31
日
現
在
で
業

務
に
従
事
し
て
い
る
歯
科
衛
生

士
、
歯
科
技
工
士
、
保
健
師
、
助

産
師
お
よ
び
準
看
護
師

届
出
事
項

氏
名
、
性
別
、
生
年
月

日
、
住
所
、
登
録
番
号
、
登
録
年

月
日
、
業
務
に
従
事
す
る
場
所
な

ど
提
出
期
限

１
月
15
日(

月)

提
出
先

①
に
該
当
す
る
人
は
住
所

地
の
あ
る
県
保
健
福
祉
事
務
所
②

に
該
当
す
る
人
は
勤
務
地
を
管
轄

す
る
県
保
健
福
祉
事
務
所

詳
し
い
こ
と
は
、
沼
田
保
健
福
祉

事
務
所
1

９
２
１
５
へ
。
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広報ぬまた 平成19年１月１日

お
知
ら
せ

償
却
資
産
の
申
告

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
向
け
説
明
会
に
つ
い
て

１
・
２
月
の

図
書
館
の
特
集
コ
ー
ナ
ー

新
生
活
運
動
の
申
し
合
わ
せ

医
療
関
係
従
事
者
等
の
届
け
出
を

沼
田
公
園
内
桜
の

伐
採
・
剪
定
を
実
施
し
ま
す

１月

１／20(土)
「しっぽのつり」

場所 図書館３階おはなしのへや
時間 午後２時30分から



十
二
月
十
八
日
付
で
変
更
と
な
っ

た
中
心
市
街
地
土
地
区
画
整
理
事
業

の
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
関
係
図
書
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

縦
覧
場
所

沼
田
市
中
町
８
５
８
番

地
１
　
街
な
か
対
策
部(

中
の
会

駐
車
場
内)

縦
覧
期
間

事
業
終
了
ま
で
の
業
務

時
間
内

詳
し
い
こ
と
は
、
街
な
か
整
備
課

1
⑳
１
１
８
６
へ
。

家
庭
裁
判
所
で
は
、
民
間
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
人
に
少
年
の
「
歩
道
委

託
先
」
と
し
て
協
力
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。「
補
導
委
託
先
」
と
は
、
家
庭

裁
判
所
が
少
年
の
最
終
的
な
処
分
を

決
め
る
前
に
、
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
に
非
行
の
あ
っ
た
少
年
を
し
ば

ら
く
の
間
預
け
、
少
年
に
仕
事
や
通

学
を
さ
せ
な
が
ら
、
生
活
指
導
を
し

て
も
ら
う
制
度
で
す
。

家
庭
裁
判
所
で
は
、「
補
導
委
託

先
」
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
人
を
求

め
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
前
橋
家
庭
裁
判

所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係
1
０
２
７

(

２
３
１)

４
２
７
５
へ
。

所
在
地

東
京
都
世
田
谷
区
経
堂

(

小
田
急
線
千
歳
船
橋
駅
下
車
徒

歩
５
分)

対
象

本
県
出
身
で
、
東
京
都
や
そ

の
近
郊
の
大
学
、
ま
た
は
短
大
の

１
年
次
に
入
学
予
定
の
男
子(

１

家
族
１
人)

募
集
定
員

66
人

申
込
期
間

２
月
１
日(

木)

〜
28
日

(

水)

当
日
消
印
有
効

※
合
格
発
表
前
の
申
し
込
み
も
可

申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙

申
込
用
紙
配
布

(

財)

県
育
英
会

決
定
方
法

書
類
選
考
と
面
接

決
定
時
期

３
月
中
旬

経
費
負
担

入
寮
金
５
万
円
、
寮
費

月
額
１
万
７
千
円
、
食
費
月
額
１

万
６
千
円
程
度

詳
し
い
こ
と
は
、
同
会
「
学
生
寮

上
毛
学
舎
」
担
当(

県
教
育
委
員
会
管

理
課
内)

1
０
２
７(

２
２
３)

１
１
１

１
内
線
４
５
４
４
へ
。

二
等
陸
・
海
・
空
士

受
験
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満

受
付
期
間

年
間
を
通
じ
て

試
験
日

２
月
３
日(

土)

／
相
馬
原

駐
屯
地
、
２
月
24
日(

土)

／
新
町

駐
屯
地

詳
し
い
こ
と
は
、
自
衛
隊
群
馬
地

方
協
力
本
部h

ttp
://w

w
w
.g
u
n

m
a.plo.jda.go.jp

ま
た
は
、
自
衛

隊
沼
田
地
域
事
務
所
1

４
１
１
１

へ
。
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１月 と　　き と　　　こ　　　ろ
10: 00～10:20
10 : 30～10:50
11 : 00～11:40
1 : 20～ 1 :50
2 : 00～ 2 :25
2 : 35～ 4 :00
9 : 50～10:15
10 : 25～10:50
11 : 00～11:25
1 : 30～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
10 : 00～10:25
10 : 35～10:55
11 : 05～11:40
1 : 15～ 1 :35
1 : 45～ 2 :15
2 : 30～ 4 :15
10 : 00～10:30
10 : 45～11:15
1 : 15～ 1 :45
1 : 55～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
9 : 50～10:20
10 : 30～10:55
11 : 05～11:30
1 : 30～ 2 :00
2 : 20～ 2 :50
2 : 55～ 4 :15
10 : 15～10:45
11 : 00～11:30
1 : 40～ 2 :10
2 : 20～ 2 :50
3 : 00～ 4 :20
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 15～ 1 :45
2 : 15～ 4 :20
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 10～ 1 :40
2 : 05～ 3 :30
10 : 30～11:00
11 : 30～12:00
1 : 20～ 1 :50
2 : 00～ 2 :30
2 : 40～ 3 :30
2 : 00～ 2 :30
2 : 40～ 3 :30

利 根 川 水 系 総 合 調 査 事 務 所
薄 根 町 公 民 館
群 馬 県 利 根 沼 田 県 民 局
新 町 公 民 館 前
栄 町 市 営 住 宅 集 会 所 前
升 形 小 学 校
岡 谷 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
下 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
奈 良 町 農 事 研 修 所
上 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
中 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
池 田 小 学 校
横 塚 町 公 民 館
久 屋 原 町 公 民 館
上 久 屋 町 公 民 館
利 南 公 民 館
沼 須 町 農 事 研 修 所
利 南 東 小 学 校
旧 岩 本 分 校
屋 形 原 農 村 婦 人 の 家
上 川 田 町 住 民 セ ン タ ー
川 田 公 民 館
川 田 小 学 校
硯 田 町 公 民 館
原 町 公 民 館
善 桂 寺 町 活 性 化 セ ン タ ー
町 田 町 水 田 転 作 推 進 研 修 所
薄 根 公 民 館
薄 根 小 学 校
上 古 語 父 集 会 所
愛 宕 老 人 ホ ー ム
谷 地 端 第 二 市 営 住 宅
中 央 消 防 署
沼 田 北 小 学 校
利 根 町 振 興 局 出 張 所
尾 合 集 会 所
下 古 語 父 集 会 所
沼 田 東 小 学 校
生 枝 集 会 所
岩 室 集 会 所
平 出 集 会 所
多 那 小 学 校
根 利 集 会 所
日 影 南 郷 集 会 所
利 根 園 原 ふ れ あ い 屋 内 運 動 場
老 神 地 区 集 会 所
利 根 西 小 学 校
尾 瀬 高 等 学 校
平 川 小 学 校

1月1～3.8.15.22.29.31日／
２月5.12.19.26.28日

26日（金）

25日
（木）

24日
（水）

23日
（火）

19日
（金）

18日
（木）

17日
（水）

12日
（金）

16日
（火）

11日
（木）

台所でキュウリを切るなど、
ママやおばあちゃんのお手伝い
ができる女の子。唄や踊りが得
意で、ラブ＆ベリーが大好き。
パパがお休みの日に、犬の散歩
やドライブに行くことが楽しみ
なさきちゃんです。(下久屋町)

石神咲
さ

紀
き

ちゃん（３歳２カ月）

図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日

土
地
区
画
整
理
事
業
計
画
の

長
期
縦
覧
に
つ
い
て

家
庭
裁
判
所
の
補
導
委
託
制
度

募
　
　
集

平
成
19
年
度

「
学
生
寮
上
毛
学
舎
」
入
寮
者
募
集

自
衛
官
等
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

電話番号は、

市　役　所 23 ２１１１

白沢町振興局 53 ２１１１

利根町振興局 56 ２１１１



四
月
か
ら
の
入
校
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

募
集
訓
練
科

木
造
建
築
科

定
員

10
人

訓
練
期
間

３
年(

毎
週
土
曜
日
の

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
20

分)

内
容

関
連
学
科
、
基
本
実
技

資
格
取
得

技
能
士
補(

２
級
技
能

試
験
の
学
科
試
験
免
除)

費
用

入
校
金
５
万
円(

テ
キ
ス
ト

・
大
工
道
具
代
含)

、
訓
練
費
３

万
円(

年
間)

、
事
業
主
会
費
１
万

２
千
円(

年
間)

申
込
締
め
切
り

３
月
31
日(

土)

詳
し
い
こ
と
は
、
同
訓
練
校
1
�

４
９
０
４
へ
。

総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
で
は
、

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
ご
意

見
や
ご
要
望
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く

た
め
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に

関
心
の
あ
る
満
20
歳
以
上
の
人

活
動
内
容

年
２
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
へ
の
回
答
、
年
１
回
の
モ
ニ

タ
ー
会
議
へ
の
出
席（
一
部
の
人
）

委
嘱
期
間

４
月
１
日
か
ら
１
年
間

応
募
方
法

２
月
19
日
ま
で
に
は

が
き
、
封
書
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名(

ふ
り

が
な)

、
電
話
番
号
、
Ｅ
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス(

持
っ
て
い
る
人)

、
年

齢
、
性
別
、
職
業
、
応
募
の
動
機

を
記
入
の
う
え
〒
１
０
０-

８
７

９
５
千
代
田
区
丸
の
内
１-

６-

１

関
東
総
合
通
信
局
電
気
通
信
事
業

課
モ
ニ
タ
ー
応
募
係
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３

(

５
２
２
０)

５
９
７
４
へ
。

詳
し
い
こ
と
は
、
電
気
通
信
事
業

課
1
０
３(

５
２
２
０)

５
４
０
６

へ
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
抱
え
て
い
る
問

題
の
相
談
や
解
決
へ
向
け
て
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
、
介
護
と
並
ん
で
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
る「
虐
待
」に
関
し
て

は
、
専
門
機
関
と
連
携
し
て
問
題
解

決
を
図
り
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
に
は
、
暴
力
行
為
の

「
身
体
的
虐
待
」、食
事
を
与
え
な
い
、

長
時
間
放
置
な
ど
の「
介
護
･
世
話
の

放
棄
・
放
任
」、
暴
言
や
無
視
、
嫌

が
ら
せ
な
ど
の「
心
理
的
虐
待
」、
わ

い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
な
ど
の「
性

的
虐
待
」、
無
断
で
財
産
を
処
分
し

利
益
を
得
る
な
ど
の「
経
済
的
虐
待
」

が
あ
り
ま
す
。
経
済
的
虐
待
の
場
合

に
は
、
財
産
を
守
る
た
め
に
成
年
後

見
人
制
度
の
活
用
な
ど
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

今
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
高
齢
者

虐
待
防
止
法
で
は
、
高
齢
者
の
虐
待

に
気
づ
い
た
場
合
に
は
、
市
町
村
へ

通
報
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
同
セ
ン
タ
ー

1

１
１
１
２
へ
。

知
的
障
害
者
の
療
育
手
帳
の
判

定
、
障
害
基
礎
年
金
、
特
別
障
害
者

手
当
の
認
定
診
断
な
ど
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

と
き

２
月
８
日(

木)

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３

階
研
修
室
他

相
談
員

精
神
科
医
師
、
心
理
判
定

員
申
し
込
み

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉

係
へ
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

７
２
５
２
へ
。

幻
想
的
な
雪
の
灯
籠(

と
う
ろ
う)

が
温
泉
街
を
や
さ
し
く
照
ら
す
冬
の

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す

と
き

１
月
６
日
〜
２
月
24
日(

土

曜
日
、
祝
前
日
の
日
暮
れ
〜)

と
こ
ろ

老
神
温
泉
街
・
各
宿
前

詳
し
い
こ
と
は
、
老
神
温
泉
観
光

協
会
1

３
０
１
３
へ
。

18

広報ぬまた 平成19年１月１日

募
　
　
集

利
根
沼
田
地
区

高
等
職
業
訓
練
校
訓
練
生
募
集

相
　
　
談

高
齢
者
に
関
す
る
総
合
相
談
窓
口

を
ご
存
知
で
す
か
？

知
的
障
害
者
の
巡
回
相
談

老
神
温
泉
雪
ほ
た
る

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
募
集

イ
ベ
ン
ト

人の顔やアンパンマンなど
、

絵を描くことが上手で、３
輪車

に乗ることが大好きな元気
な男

の子。パパに教えてもらっ
たダ

ーツに夢中で、パパに勝負
を挑

みますが・・・。ちょっと
負け

ず嫌いのりくくんです。(上原
町)

後藤凌
り

空
く

くん（２歳11カ月）

���
���

月　　 陥入爪(かんにゅうそう)
火　　 冬の唇のあれ
水　　 掌蹠膿胞症(しょうせきのうほうしょう)
木　　 誤嚥性肺炎(ごえいせいはいえん)
金　　 肺塞栓症(はいそませんしょう)
土･日 下肢の深部静脈血栓症

1027(234)4970
ヨ ク ナ レ

を回すと
約３分間の健康講話が聞けます。

【直接相談タイム】直接医師が電話に出ます。
11日(木)眼科・内科と19日(金)歯科です。
午後７時30分から９時まで。

http://www.raijin.com/kenko/

３月の健康テレホンサービス�３月の健康テレホンサービス�
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種　　　　目 実 施 月 日 受　付　時　間 場　　　所 対　　　　　　　象

問い合わせ先：健康課保健係1内線７６２０４、健康課予防係1内線７６２０７
白沢町振興局市民課1内線３３、利根町振興局市民課1内線４３

市役所1○23２１１１　白沢町振興局1○53２１１１　利根町振興局1○56２１１１

※乳幼児健康診査・育児相談は、旧沼田市、白沢町の人は沼田市保健福祉センターへ、利根町の人は利根保健福祉センターへ
お出掛けください。

さわやか健康チェック

市 民 献 血

母子健康手帳交付

２ 月 の 予 防 接 種

４カ月児健康診査

10カ月児健康診査

1歳6カ月児健康診査

３ 歳 児 健 康 診 査

育児相談●●●●

４カ 月 児 健 康 診 査

1 0カ月児健康診査

育児相談●●●●

マタニティセミナー

２月６日(火)

２月28日(水) 

２月６日(火)

２月27日(火)

２月８日(木)

２月13日(火)

２月２日(金)

２月21日(水)

２月５日(月)

19日(月)

26日(月)

３月５日(月)

午前10時～11時30分

午前８時30分～11時30分

午後１時～１時45分

午後１時～１時45分

午後１時～１時45分

午後０時30分～１時30分

午前９時30分～11時

午後１時～３時

午後０時45分～１時45分

市保健福祉センター

市保健福祉センター

市保健福祉センター

利根保健福祉センター

市保健福祉センター

２月のこあらクラブ、２歳児歯科相談はお休みです。

２月のわんぱくクラブ、２歳児歯科相談はお休みです。

２月の市民献血はお休みです。

月曜日～金曜日
（祝日を除く）

わんぱくクラブ

こあらクラブ

エンゼルクラブ

全地区。体脂肪率、血圧測定など

平成18年10月５日～11月 ５日生まれ

平成18年３月19日～４月11日生まれ

平成18年４月12日～５月 ４日生まれ

平成17年７月１日～８月 ２日生まれ

平成15年11月２日～11月18日生まれ

旧沼田市・白沢町の乳児（1歳未満）

平成18年10・11月生まれ

平成18年３・４月生まれ

初めて出産を迎える妊婦が対象。

※

※

※

保健ガイド ２月

個別接種(麻しん風しん混合ワクチン・三種混合・日本脳炎・ＢＣＧ)を実施しています。

実施医療機関は｢予防接種のお知らせ｣のとおりです。

接種当日は予診票、母子健康手帳、健康保険証をご持参ください。

ふれあい福祉センター

２月の休館日
5．12．19．26日

1 23 ３４９７

ふれあい福祉センター健康相談
とき １月11日(木)／午前10時
～11時30分

内容 健康相談・握力測定
とき ２月８日(木)／午前10時
～11時30分

内容 健康相談
ところ ふれあい福祉センタ－

とき 1月9日･15日･22日･29日、2月5日･13
日･19日･26日／午後１時～３時

ところ 市保健福祉センター相談室

とき 月～金曜日(祝日を除く)／午前９時～午
後５時

ところ 東原庁舎１階家庭児童相談室1内線
７７２０１

とき １月17日(水)、２月21日(水)午後１時
～４時／あらかじめ電話で予約を受け付け
ています。社会福祉課社会係(東原庁舎
内)1内線７７２４２へ

ところ 市保健福祉センター２階相談室

とき 月～金曜日(祝日を除く)／午前８時30
分～午後５時

ところ 青少年育成相談センター(中央公民館
２階事務室隣)、電話相談の場合は、1○23５
４１１へ

とき １月9日･16日･23日･30日の火曜日／
午前９時～午後４時

ところ 中央公民館学習相談室

とき １月4日･18日、２月１日･15日の木曜
日／午前10時～正午､午後１時～３時

ところ 市役所市民相談室

とき 毎週火曜日／午前10時～正午、午後１
時～３時

ところ 市役所市民相談室

ふれあい総合相談
(心配ごと･結婚･人権相談など)

家庭児童相談
(児童の社会環境や家庭環境に関する相談)

法律相談（弁護士による相談）

青少年相談
(青少年健全育成・非行に関する相談)

生涯学習相談
(趣味・実用講座に関する相談)

年金相談(国民・厚生年金保険などの相談)

就業援助相談(内職相談など)

そうだん

妊娠届出書をご持参ください。

午後１時～４時

(予約制)



この広報は再生紙を使用しています

企
業
と
連
携
し
た
森
林
整
備

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
元
日
の
日
の
出
を

待
ち
、
朝
日
に
願
い
を
込
め
る

と
、
い
つ
に
も
増
し
て
願
い
が

叶
う
よ
う
な
期
待
感
に
包
ま
れ

て
き
ま
す
。
昨
年
は
、
ニ
ュ
ー

ス
で
も
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な

出
来
事
が
多
く
報
道
さ
れ
る

中
、
甲
子
園
で
二
日
間
に
も
及

ぶ
決
勝
戦
が
展
開
さ
れ
、
ハ
ン

カ
チ
王
子
の
爽
や
か
さ
が
好
印

象
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
一
年
が
、
明
る
い
話
題
の

豊
富
な
年
に
な
る
よ
う
期
待
し

な
が
ら
、「
広
報
ぬ
ま
た
」を
編

集
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市 県 民 税

国民健康保険税

国民年金保険料

上下水道使用料

４　期

10 期

12月分

５　期

納期限　1月31日(水)

今月の納税など
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「
広
報
ぬ
ま
た
」
発
行
／
沼
田
市
役
所
　
〒
３
７
８
　
８
５
０
１

群
馬
県
沼
田
市
西
倉
内
町
７
８
０

1
０
２
７
８

２
１
１
１
　
毎
月
１
日
発
行
　
編
集
／
秘
書
課
　
印
刷
／
利
根
印
刷
所

上
発
知
町
の
サ
ラ
ダ
パ
ー
ク
隣
に

あ
る(

仮
称)

お
と
ぎ
の
森
に
お
い
て
、

十
二
月
三
日(

日)

群
馬
県
森
林
土
木

建
設
協
会
沼
田
支
部
に
よ
る
刈
り
払

い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
群
馬
県
森
林
土

木
建
設
協
会
と
群
馬
県
お
よ
び
沼
田

市
に
お
い
て
、
今
年
か
ら
三
年
間
の

森
林
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
協
定

が
結
ば
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

本庁舎・北庁舎・東庁舎が
ISO 14001を認証取得

○23

新
　
　
春

｢東洋のナイアガラ｣と呼ばれ、日本の名滝百選の一つである吹割の滝は、高さ７ｍ、幅３０ｍの滝

つぼに片品川の清流が河床をＵの字に削るように両岸より流れ落ち、そのしぶきが滝つぼより吹き上

げ、あたかも巨大な岩が吹き割れたように見えるところから名付いたといわれる。日本の名瀑である。

滝つぼは竜宮へ通ずるとされ、竜宮より借りた膳椀一組を返し忘れた伝説が伝わり、その時の椀が｢竜

宮の椀｣として今でも大切に保存されている。 (沼田市文化財調査委員：金井竹徳)

シリーズ ⑥

吹割の滝（利根町追貝）
～国指定天然記念物～

ふき われ


